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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 4月 11日 (2005.4.11)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 球 体 が 周 方 向 に 移 動 可 能 に 収 納 さ れ た 円 環 状 の 中 空 路 を 構 成 す る 壁 面 を 形
成 す る 環 状 の 管 体 で 構 成 さ れ る と 共 に 、 前 記 環 状 の 管 体 に お け る 少 な く と も 外 周 側 の 内 壁
面 の 縦 断 面 形 状 が 前 記 球 体 の 半 径 寸 法 に 比 し て 大 径 の 曲 率 半 径 を 有 す る 凹 曲 面 に 形 成 さ れ

こ と を 特 徴 と す
る 回 転 バ ラ ン ス 修 正 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 ０ ０ ０ ８ 】
　 　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 本 発 明 の 回 転 バ ラ ン ス 修 正 装 置 は 、 複 数 の 球 体 が 周 方 向 に 移 動 可 能 に 収 納 さ れ た
円 環 状 の 中 空 路 を 構 成 す る 壁 面 を 形 成 す る 環 状 の 管 体 で 構 成 さ れ る と 共 に 、 環 状 の 管 体 に
お け る 少 な く と も 外 周 側 の 内 壁 面 の 縦 断 面 形 状 が 球 体 の 半 径 寸 法 に 比 し て 大 径 の 曲 率 半 径
を 有 す る 凹 曲 面 に 形 成 さ れ

こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。 こ こ で 、 中 空 路 と は 、 管 体 の 内 壁 面 で 囲 ま れ た
内 空 間 を 意 味 し て お り 、 中 空 路 の 外 周 側 面 と は 管 体 の 内 壁 面 で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 円 環 状 の 中 空 路 を 構 成 す る 壁 面 を 形 成 す る 環 状 の 管 体 で 構 成 さ れ て い
る の で 、 従 来 の 制 振 材 を 別 途 付 設 し た も の に 比 べ て 部 品 点 数 が よ り 少 な く 構 造 が 簡 易 で あ
り 、 環 状 の 管 体 を 回 転 体 の 所 定 個 所 に 収 容 す る だ け で 、 真 円 度 お よ び モ ー タ 回 転 軸 と の 同

自 在 に

、 ど の 位 置 に お い て も 一 つ の 球 体 は 管 体 内 壁 面 と は １ 点 で し か 接 触 し な い

自 在 に

、 ど の 位 置 に お い て も 一 つ の 球 体 は 管 体 内 壁 面 と は １ 点 で し か
接 触 し な い



芯 性 （ 芯 出 し ） を 容 易 に 確 保 す る こ と が 可 能 で 、 芯 出 し 位 置 調 整 に 時 間 が か か ら ず コ ス ト
面 で も 有 利 な 回 転 バ ラ ン ス 修 正 装 置 を 提 供 す る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 環 状 の 管 体 に お
け る 少 な く と も 外 周 側 の 内 壁 面 の 縦 断 面 形 状 が 球 体 の 径 寸 法 よ り も 大 径 の 曲 率 半 径 を 持 つ
凹 曲 面 に 形 成 さ れ

、 回 転 時 に は 、 複 数 の 球 体 は 遠 心 力 に よ っ て 凹 曲 面 の 最 も 深 い
位 置 （ 環 状 の 管 体 の 内 壁 面 に お け る 最 外 周 位 置 ） に 移 動 す る こ と で 、 複 数 の 球 体 は 中 空 路
上 下 の 管 体 内 壁 面 と は 接 触 せ ず 、 そ の 凹 曲 面 の 最 も 深 い 位 置 と 1点 の み で 接 触 す る の で 、
球 体 の バ ラ ン ス 移 動 の た め の 滑 り 摩 擦 を 最 小 限 に 抑 え る こ と が 可 能 と な っ て 、 バ ラ ン ス 性
能 を よ り 向 上 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。 さ ら に 、 環 状 の 管 体 を 回 転 体 と は 別 体 で 構 成 す れ
ば 、 管 内 部 に 複 数 の 球 体 を 収 容 す る 組 立 を デ ィ ス ク 駆 動 装 置 の 組 立 と は 別 工 程 で 制 作 で き
る の で 、 量 産 向 き の 構 造 で あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 バ ラ ン サ １ １ は 、 上 側 に 開 放 し た 断 面 コ 字 状 の 環 状 部 材 １ ５ と タ ー ン テ ー ブ ル １ ０ 下 側
の 環 状 嵌 合 凹 部 １ ０ ｃ と の 壁 面 で 形 成 さ れ た 環 状 の 管 体 と 、 こ の 管 体 の 内 壁 面 で 囲 ま れ た
環 状 空 間 の 中 空 路 （ 移 動 路 ） １ ６ を 周 方 向 に 移 動 可 能 な 鋼 球 よ り な る 複 数 の 球 体 １
７ と を 有 し て い る 。 こ の 断 面 コ 字 状 の 環 状 部 材 １ ５ は 、 環 状 の 内 周 側 壁 部 １ ２ と 、 こ の 内
周 側 壁 部 １ ２ よ り も 外 周 側 に 同 芯 状 に 位 置 す る 環 状 の 外 周 側 壁 部 １ ３ と 、 こ れ ら の 内 周 側
壁 部 １ ２ お よ び 外 周 側 壁 部 １ ３ の 下 端 部 間 を 一 体 的 に 連 設 す る 底 部 材 １ ４ と で 構
成 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 複 数 の 球 体 １ ７ の バ ラ ン ス 方 向 Ｂ へ の 移 動 に よ っ て 、 重 量 の 不 均 一 性 （ 重 心 の 偏 り
） が 相 殺 さ れ て バ ラ ン ス 補 正 さ れ 、 高 速 の 定 格 回 転 時 に も デ ィ ス ク 駆 動 装 置 １ の 回 転 体 お
よ び 記 録 デ ィ ス ク の 振 動 を 抑 制 し て 安 定 か つ 静 な 回 転 が 得 ら れ る こ と に な る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 外 周 側 壁 部 １ ３ の 中 空 路 側 の 内 面 が 、 球 体 １ ７ の 半 径 寸 法 よ り も 大 径 の 曲 率 半 径
を 持 凹 曲 面 １ ３ ａ に 形 成 し た た め 、 回 転 時 に は 、 複 数 の 球 体 １ ７ は 遠 心 力 に よ っ て 凹
曲 面 １ ３ ａ の 最 も 深 い 位 置 （ 最 外 周 位 置 ） に 移 動 さ せ ら れ て 横 方 向 に 一 列 に 並 ん で 中 空 路
１ ６ 上 下 の 管 体 内 壁 面 と は 接 触 し な く な る 。 し た が っ て 、 各 球 体 １ ７ は 、 そ の 凹 曲 面 １ ３
ａ と 1点 の み で 接 触 す る た め 、 球 体 １ ７ と 管 体 内 壁 面 と の 接 触 点 を 最 低 限 に 削 減 で き て 球
体 １ ７ の バ ラ ン ス 移 動 の た め の 管 体 内 壁 面 に 対 す る 摩 擦 を 最 小 限 に 抑 え る こ と が で き 、 バ
ラ ン ス 性 能 を よ り 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 球 体 １ ７ の バ ラ ン ス 移 動 の た め の 管 体
内 壁 面 に 対 す る 摩 擦 を 最 小 限 に 抑 え る こ と が で き る た め 、 よ り 高 速 の 定 格 回 転 数 で の バ ラ
ン ス 修 正 効 果 の 再 現 性 を も 良 好 な も の と す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 そ の 補 正 精 度 が
向 上 し 、 デ ィ ス ク 駆 動 装 置 １ の 回 転 体 や 記 録 デ ィ ス ク 自 体 の 振 動 を 軽 減 さ せ る こ と が で き
て 、 記 録 デ ィ ス ク （ 図 示 せ ず ） に 対 し て よ り 高 精 度 の デ ー タ の 書 き 込 み や 読 み 出 し を 行 う
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、 ど の 位 置 に お い て も 一 つ の 球 体 は 管 体 内 壁 面 と は １ 点 で し か 接 触 し な
い 壁 面 形 状 に し て あ る の で
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寂

っ た



こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 さ ら に 、 管 体 が 硬 質 材 料 で 構 成 さ れ て い る た め 、 バ ラ ン サ １ １ の 取 付 作 業 が 、 従 来 の よ
う に ゴ ム な ど の 柔 ら か い 部 材 か ら な る 制 振 材 で で き た 環 状 体 に 比 べ て 行 い や す く か つ 芯 出
し 位 置 調 整 も 容 易 で あ り 、 取 付 け 時 間 が 短 縮 さ れ て コ ス ト 面 で も 有 利 な も の と す る こ と が
で き る 。 ま た 、 管 体 が 硬 度 の 高 い 材 料 で あ る た め 、 球 体 １ ７ と 管 体 内 壁 面 と の 接 点 を 点 接
触 で 実 現 で き 、 従 来 の ゴ ム か ら な る 柔 ら か い 制 振 材 に 比 べ て 接 触 面 積 を 最 小 限 に 小 さ く で
き て 、 各 球 体 １ ７ の バ ラ ン ス 移 動 の た め の 滑 り 摩 擦 を 最 小 限 に 抑 え る こ と が で き 、 バ ラ ン
ス 性 能 を よ り 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 球 体 １ ７ は 鋼 球 で あ る た め 、 比 重 （ 密 度 ）
が 大 き く 、 そ の 大 き さ （ サ イ ズ ） を 小 さ く し て も 十 分 な 補 正 質 量 を 得 る こ と が で き て 、 中
空 路 １ ６ の 断 面 の サ イ ズ （ 管 体 サ イ ズ ） を よ り 小 さ く 構 成 す る こ と も で き る 。

（ 実 施 形 態 ２ ） 本 実 施 形 態 ２ で は 、 上 記 実 施 形 態 １ に お け る ロ ー タ ハ ブ ８ お よ び タ ー ン テ
ー ブ ル １ ０ を 、 後 述 す る ロ ー タ ハ ブ ２ １ と し て 一 体 化 さ せ る と 共 に 、 バ ラ ン サ １ １ に 代 え
て 環 状 の 円 管 構 造 の 後 述 す る バ ラ ン サ ２ ２ を 用 い る 場 合 で あ る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の 複 数 の 球 体 ２ ７ の バ ラ ン ス 方 向 へ の 移 動 に よ っ て 、 デ ィ ス ク 駆 動 装 置 ２ ０ の 回 転 体
や 記 録 デ ィ ス ク 自 体 の 重 量 の 不 均 一 性 （ 重 心 の 偏 り ） が 相 殺 さ れ て バ ラ ン ス 補 正 さ れ 、 高
速 な 定 格 回 転 時 に も デ ィ ス ク 駆 動 装 置 ２ ０ の 回 転 体 や 記 録 デ ィ ス ク の 振 動 を 抑 制 し て 安 定
か つ 静 な 回 転 と な る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 さ ら に 、 本 実 施 形 態 ２ で は 、 バ ラ ン サ ２ ２ は 、 内 側 半 割 れ 部 の 内 周 側 壁 部 ２ ４ お よ び 外
側 半 割 れ 部 の 外 周 側 壁 部 ２ ５ の 別 体 を 結 合 し た 管 体 構 造 と し た が 、 図 ７ お よ び 図 ８ に 示 す
よ う に 複 数 の 球 体 ２ ７ を 収 容 し た 後 に 管 体 端 部 を そ れ ぞ れ 環 状 に 接 続 す る あ る い は Ｃ 状 の
断 面 形 状 の 中 空 環 状 管 に 複 数 の 球 体 ２ ７ を 収 容 し た 後 に 圧 縮 し て 開 口 部 を 塞 ぎ 、 円 状 断 面
の 状 管 体 と な る よ う 構 成 し て も よ い 。 ま た 、 環 状 の 管 体 構 造 の 中 空 路 ４ ２ ， ５ ２ に そ れ
ぞ れ 球 体 ２ ７ が 入 る 孔 を 開 け 、 そ の 孔 を 介 し て 中 空 路 ４ ２ ， ５ ２ 内 に そ れ ぞ れ 複 数 の 球 体
２ ７ を 収 容 し た 後 に 管 体 ４ ３ ， ５ ３ に 蓋 を す る よ う に 構 成 し て も よ い 。 こ れ ら の 場 合 に も
、 部 品 点 数 が よ り 少 な く 、 複 数 の 球 体 ２ ７ が 入 っ た 中 空 路 ４ ２ ま た は ５ ２ を 構 成 す る 管 構
造 の 単 一 部 材 を 筒 状 部 ２ １ ａ の 所 定 個 所 に 収 容 す る だ け で 芯 出 し 位 置 調 整 が 容 易 で 組 立 に
時 間 が か か ら ず コ ス ト 面 で も 有 利 な も の と す る こ と が で き る 。 ま た 、 中 空 路 ４ ２ ま た は ５
２ を 一 体 物 の 管 構 造 で 構 成 し て い る た め 、 管 内 部 に 複 数 の 球 体 ２ ７ を 収 容 し て 環 状 に 構 成
す る 組 立 を デ ィ ス ク 駆 動 装 置 ４ ０ ま た は ５ ０ の 組 立 と は 別 工 程 で 制 作 で き て 、 量 産 向 き の
構 造 と す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に も 、 管 体 内 壁 面 が 球 体 ２ ７ の 半 径 寸 法 よ り も 大 径 の
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な お 、 実 施
形 態 １ で は 内 壁 面 の 一 部 を 曲 率 半 径 が 無 限 大 で あ る 平 面 で 構 成 し て い る が 、 球 体 １ ７ の 半
径 寸 法 よ り も 大 径 な ら ば 複 数 の 有 限 曲 率 半 径 の 曲 面 で 構 成 し て も 良 い 。

寂

環



曲 率 半 径 を 持 っ て い る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 ０ ０ ４ ４ 】
　 　  【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 請 求 項 １ に よ れ ば 、 円 環 状 の 中 空 路 を 構 成 す る 壁 面 を 形 成 す る 環 状 の 管 体 で
構 成 さ れ て い る た め 、 従 来 の 制 振 材 を 別 途 付 設 し た も の に 比 べ て 部 品 点 数 が よ り 少 な く 構
造 が 簡 易 で あ り 、 環 状 の 管 体 を 回 転 体 の 所 定 個 所 に 収 容 す る だ け で 、 真 円 度 お よ び モ ー タ
回 転 軸 と の 同 芯 性 （ 芯 出 し ） を 容 易 に 確 保 す る こ と が 可 能 で 、 芯 出 し 位 置 調 整 に 時 間 が か
か ら ず コ ス ト 面 で も 有 利 な 回 転 バ ラ ン ス 修 正 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。 ま た 、 環 状 の
管 体 の 少 な く と も 外 周 側 の 内 壁 面 の 縦 断 面 形 状 が 球 体 の 径 寸 法 よ り も 大 径 の 曲 率 半 径 を 持
つ 凹 曲 面 に 形 成 さ れ

、 回 転 時 に は 、 複 数 の 球 体 は 遠 心 力 に よ っ て 凹 曲 面 の 最 も 深 い 位 置 （ 環 状 の 管 体
の 内 壁 面 に お け る 最 外 周 位 置 ） に 移 動 す る こ と で 、 複 数 の 球 体 は 中 空 路 上 下 の 管 体 内 壁 面
と は 接 触 せ ず 、 そ の 凹 曲 面 の 最 も 深 い 位 置 と 1点 の み で 接 触 す る た め 、 球 体 の バ ラ ン ス 移
動 の た め の 滑 り 摩 擦 を 最 小 限 に 抑 え る こ と が 可 能 と な っ て 、 バ ラ ン ス 性 能 を よ り 向 上 さ せ
る こ と が で き る 。 さ ら に 、 環 状 の 管 体 を 回 転 体 と は 別 体 で 構 成 す れ ば 、 管 内 部 に 複 数 の 球
体 を 収 容 す る 組 立 を デ ィ ス ク 駆 動 装 置 の 組 立 と は 別 工 程 で 制 作 で き る た め 、 量 産 向 き の 構
造 と す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 さ ら に 、 請 求 項 ３ ～ ５ に よ れ ば 、 管 体 の 縦 形 状 が 円 弧 、 円 形 お よ び 楕 円 形 の 何 れ か
で あ れ ば 、 球 体 が 管 体 の 内 壁 面 の ど の 位 置 で 接 触 し て も 球 体 と 内 壁 面 と の 間 で １ 点 の み で
接 触 す る こ と に な っ て 、 低 速 回 転 時 や 取 付 方 向 に 依 ら ず 、 球 体 の バ ラ ン ス 移 動 に お け る 接
触 よ る 滑 り 摩 擦 を 最 小 限 に 抑 え る こ と が で き て 、 バ ラ ン ス 性 能 を よ り 向 上 さ せ る こ と が で
き る 。
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、 ど の 位 置 に お い て も 一 つ の 球 体 は 管 体 内 壁 面 と は １ 点 で し か 接 触 し
な い の で

断 面
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